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宇者‖宮 ・県央版

か
つ
て
宇
都
宮
城
の
東

側
に
は
上
蓮
池
、
下
蓮
池

が
あ
り
、　
一
面
に
美
し
い

ハ
ス
が
咲
い
て
い
た
と
い

う
。
江
戸
初
期
の
絵
図
に

は
既
に
ハ
ス
池
が
記
さ
れ
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馴年のロマン求めて
宇都宮城跡
蓮池再生委

発
掘
調
査
に
協
力
呼
び
掛
け

【宇
都
宮
】
宇
都
宮
城
の
東
側
に
あ
っ
た
ハ
ス
池

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団
体

「宇
都
宮
城
跡

蓮

（は
す
）
池
再
生
検
討
委
員
会
」

（石
川
速
夫
会

長
）
は
四
月
五
日
、
当
時
の
ハ
ス
の
実
を
求
め
て
発

掘
調
査
を
行
う
。
昨
年
の
地
質
調
査
で
地
中
か
ら
ハ

ス
の
花
粉
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
委
員
会
は
ハ
ス

の
実
の
存
在
を
確
信
。
四
白
年
前
に
咲
い
て
い
た
と

も
い
わ
れ
る
宇
都
宮
城
の
ハ
ス
再
生
に
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宿
編
塞
じ

再生検討委員会のシンポルマーク。ハス池をイメージし
た容器に咲く花は 「みんなで実を探し、花を咲かせて色
を付けたい」と無色のまま

て
お
り
、
さ
ら
に
古
く
約
四

百
年
前
か
ら
存
在
し
た
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

，
ハ
ス
池
は
現
在
、
住
宅
や

駐
車
場
に
姿
を
変
え
て
い
る

が
、
同
委
員
会
は
か
つ
て
の
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ハ
ス
池
の
位
置
を
特
定
。
昨

年
二
月
末
、
そ
の

一
角
で
地

質
調
査
を
行
い
、
同
委
員
会

発
起
人
の
松
居
誠

一
郎
宇
都

宮
大
教
授
に
よ
っ
て
ハ
ス
の

花
粉
が
確
認
さ
れ
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、

花
粉
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た

深
さ

一
・
七
研
か
ら
二
・
七

研
に
た
い
積
し
た
池
底
の
泥

を
採
取
。
ふ
る
い
に
か
け
て

ハ
ス
の
実
を
探
し
出
す
。

「大
賀
ハ
ス
」
と
呼
ば
れ

る
古
代
ハ
ス
も
、　
一
九
五

一

年
二
月
に
初
め
て
地
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
約
二
千
年
前
の

実
か
ら
発
芽
し
、
五
二
年
七

月
に
開
花
。
当
時

「世
界
最

古
の
花

・
生
命
の
復
活
」
と

い
わ
れ
た
と
い
う
。

同
委
員
会
は
ハ
ス
の
実
が

見
つ
か
れ
ば
年
代
を
特
定
し

た
上
で
発
芽
さ
せ
、
江
戸
期

の
花
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
い

考
え
。

グ

く
の
市
民
の
力

で
ぜ
ひ
ハ
ス
の
実
を
探
し
出

し
た
い
」
と
、
ふ
る
い
体
験

な
ど
へ
の
協
力
や
見
学
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

調
査
は
五
日
午
前
九
時
か

ら
、
本
丸
町
の
宇
都
宮
記
念

病
院
健
診
車
駐
車
場
＝
宇
都

宮
城
址

（し
）
公
園
東
側
、

県
道
宇
都
宮
―
結
城
線
沿
い

＝
で
行
う
。

問
い
合
わ
せ
は
印
南
洋
造

事
務
局
長
８
０
２
８

・
６
６

３

・
■
３
■
３
へ
。



朝 新 闇 2008年 (平成20年)4月 4日   金曜日

あ
す
宇
都
宮
城
跡

ぃ小

江
戸
時
代
、
将
軍
が
日
光
参
拝
時

に
宿
泊
し
た
宇
都
富
城

（宇
都
富
市

本
丸
町
）
に
あ

っ
た
と
さ
れ
る
ハ
ス

池
跡
地
か
ら
ハ
ス
の
種
を
探
し
出
そ

う
と
、
宇
都
富
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ

が
５
日
、
東
京
電
力
な
ど
の
協
力
を

得
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
。
４

ン
ト
余
り
の
土
を
掘
り
出
し
て
ふ
る
い

に
か
け
、
埋
も
れ
て
い
た
種
を
探

す
。
同
グ
ル
ー
プ
は

「多
く
の
市
民

に
参
加
し
て
欲
し
い
」
と
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

―
リ
ン
グ
調
査
実
施

を
得
て
実
施
。
東
京
電
力
か
ら
電
柱

の
新
設
な
ど
に
使
う
建
柱
車
を
借
り

て
地
下
４
～
５
研
の
土
を
掘
り
出

調
査
を
行
う
の
は
、
０６
年
に
発
足

園
東
側
の
民
有
地
で
地
権
者
の
了
解
　
１
３
１
３
）

へ
。



平 盛 20年 (2008年 )4月 9日  水 曜 日 間

宇都宮城跡蓮池再生検討委江
戸
期
の
宇
都
宮
城
に
あ

っ

た
と
い
う
蓮
池
の
再
生
に
向
け

て
活
動
を
続
け
て
い
る
市
民
グ

ル
ー
プ

「
宇
都
宮
城
跡
蓮
池
再

生
検
討
委
員
会
」

（
石
川
速
夫

会
長
）
は
、
会
の
活
動
な
ど
を

情報誌「夢通信」を創刊

紹
介
し
た
情
報
誌

「
蓮
池
の
夢

通
信
」
＝

写
真
＝

を
創
刊

し

た
。同
会
は
平
成
１８
年
２
月
に
発

足
。
蓮
池
再
生
に
向
け
た
要
望

活
動
や
講
演
会
の
開
催
な
ど
を

続
け
て
い
る
。

情
報
誌
を
通
し
て
活
動
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
江
戸
期
の
人

々
が
必
で
た
ハ
ス
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
。
創
刊
号

で
は
、
活
動
経
過
や
今
後
の
予

定
な
ど
を
カ
ラ
ー
写
真
を
交
え

て
紹
介
し
て
い
る
。
Ａ
４
判
で

２
０
０
０
部
を
作
製
し
た
。

同
会
に
よ
る
と
、
昨
年
３
月

の
調
査
で
蓮
池
跡
の
土
砂
か
ら

ハ
ス
の
花
粉
の
検
出
に
成
功
し

た
。
５
日
の
発
掘
調
査
で
は
、

ハ
ス
の
種

１２
個
が
発
見
さ
れ

た
。問
い
合
わ
せ
は
同
会
の
印
南

洋
造
事
務
局
長
８
０
２
８

・
６

（ｂ
ス５
）
・
１
人
メ
Ｙ
１
００
。



□日ロヨ  栃木  2008年 (平成20年)4月13日(自) 間新日毎

「夢
物
語
が
夢
で
な
く
な

つ
　
に

「夢
物
語
」
だ

っ
た
。
だ
が

は
″

つ 。
れ
師
断
は
ｒ
特
椰
臨
城

昨
許
”
湖
肝
飾
莉
”
置
囃
ぃ
お

花
の
美
し
さ
に
感
動
し
、
自

一種
一
測
定
を
経
て
今
後
、
生
育
に

蓮
池
は
城
の
東
側
に
あ

っ
　
　
　
ら
。
蓮
の
絵
に
着
色
す
る
日

た
と
さ
れ
、
現
在
は
住
宅
街
の

が
待
ち
遠
し
い
。

中
。
設
立
当
初
、
計
画
は
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
【吉
村
周
平
】

宇都宮城跡蓮池再生検討

委員会事務局長

印南洋造さん(58)
=宇 都宮市平出町
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平 成 20年 (2008年)4月 19日  土 曜 日 童   ●・I  款   問

宇都宮城跡蓮池再生検討委員会会長 石り II週目うた さ えノ(76)

次
代
に
咲
か
す
歴
史
文
化

●
・」一”

，一．
」

』
一
ｒ
¨
¨
一
”
一

つ
印
夢
醐
¨
欝
瑯
鑢
勘
征
あ

証
明
す
る
蓮
の
実
を
今
月
５

日
、
掘
り
当
て
た
。
も
と
も

と
は
、
平
安
朝
末
期
か
ら
宇

都
宮
を
治
め
、
鎌
倉
や
京
都

で
活
躍
し
た
宇
都
宮
氏
、
特

に

一
族
が
続
究
に
か
か
わ

っ

た
和
歌
集
の
研
究
が
専
門
。

宇

都
宮

の
歴

史

と
文
化
を

後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う
思

い
が
、

「
宇
都
宮
城
跡
蓮
池

再
生
検
討
委
員
会
」
の
会
長

を
引
き

受
け
た
理
由
と

い

う
。会
の
設
立
は
平
成
１８
年
２

月
。
宇
都
宮
城
を
よ
み
が
え

ら
せ
よ
う
と
本
丸
の
復
元
工

事
が
始
ま

っ
た
こ
ろ
、
宇
都

宮
市
職
員
で
蓮
文
化
研
究
会

の
理
事
を
務
め
て
い
た
印
南

洋
造
氏

（
現
事
務
局
長
）
が

突
然
や

っ
て
き
て
、
　
天
本
長

に
な

っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ

た
。印
南
氏
ら
は
、
古
い
宇
都

宮
の
絵
図
で
宇
都
宮
城
の
東

側

に

「
上
蓮

池
」

「
下
蓮

池
」
が
あ

っ
た
の
を
知
り
、

城
だ
け
を
復
元
す
る
の
で
な

く
、
周
囲
の
蓮
池
に
も
光
を

当
て
た
い
と
考
え
、
江
戸
期

の
蓮
池
の
再
生
を
目
指
す
会

を
設
立

し
よ
う

と
し

て

い

た
。
宇
都
宮
市
史
の
編
纂
に

携
わ
り
、
宇
都
宮
氏

一
族
と

歴
史
に
造
詣
が
深
か

っ
た
た

め
、
白
羽
の
矢
が
立

っ
た
よ

う
だ
。
「
地
権
者
と
交
渉
し
て
ど

こ
を
掘
る
と
か
の
実
務
は
事

務
局
長
に
任
せ
、
私
は
あ
い

さ

つ
回
り
を
し
、
会
費
を
支

払

っ
て
く
れ
た
人
に
会
報
を

出
し
た
ら
と
か
、
役
員
会
を

開
い
て
意
見
調
整
を
し
よ
う

と
か
、
提
案
し
た
ぐ
ら
い
」

蓮

池

の
再
生

と

い

っ
て

も
ヽ
住
宅
や
道
路
に
な

っ
て

い
る
市
街
地
で
堀
を
掘
り
出

す

の
は
不
可

能

な
た
め

、

「
当
時
の
蓮
の
花
を
市
内
の

ど
こ
か
に
咲
か
せ
よ
う
」
と

い
う
の
が
会
の
狙
い
。

会
は
昨
年
３
月
、
上
蓮
池

跡
地
と
目
星
を
付
け
た
土
地

で
ボ

ー
リ

ン
グ
調
査
を
実

施
。
地
下
―
・
７
～
２
・
７

済
に
池
の
泥
が
壇
健
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
さ
ら
に

堆
積
物
の
中
か
ら
蓮
の
花
粉

が
見
つ
か

っ
た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
蓮

の
実

を
掘

り
当

て
、
宇
都
宮
城
に
蓮
池
が
あ

っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

見

つ
か

っ
た
蓮

の
実

１２
個

は
宇
都
宮
大
学

の
松
居
誠

一

郎
教
授
ら
の
手
で
実
際
に
咲

か
せ

て
み
て
、
江
戸
期

の
蓮

の
花
が
ど
ん
な
も
の
だ

っ
た

か
を
調
べ
る
計
画
だ
。
咲

い

た
ら
殖
や
し
、
市
内
の
ど
こ

か

で

江

戸

期

と

同

じ

蓮

の

花

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

す

る
。
「
今
回
の
発
掘
で
、
あ
そ

こ
に
蓮
池
の
お
堀
が
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
を
市
民
に
理
解

し
て
も
ら
う
の
が
何
よ
り
も

重
要
。
宇
都
宮
城
は
本
丸
だ

け
で
な
く
、
蓮
池
が
あ
り
、

西
堀
が
あ
り
、
東
は
田
川
ま

で
城
内
で
、
実
際
は
ず

っ
と

大
き
か

っ
た
」
と
当
時
の
様

子
を
語

っ
た
。

そ
の
上
で
、

「
宇
都
宮
は

建
物

を
な
く
し

、
堀

を
埋

め
、
城
を
全
く
な
く
し
て
し

ま

っ
た
世
に
も
珍
し
い
町
だ

と
思
う
よ
。
史
跡
を
大
事
に

し
な
か

っ
た
ん
だ
」
と
、
歴

史
と
文
化
を
大
事
に
し
な
い

県
の
風
土
と
県
民
性
に
も
話

は
及
ん
だ
。

（
高
橋
健
治
）

■石川速夫 (いしい 。はやお)

昭和 6年 6月 、宇都宮市生ま

れ、76歳。大学卒業後、県立高

校の国語教師とな り、宇都宮東

局校校長で定年退職。県生涯学

習振興財団理事長を務めた。現

在は無職。



2008年 (平成20年)4月 25日 (金曜日) 下 野 新 F_R

関
東
七
名
城
と
う
た

わ
れ
た
宇
都
宮
城
は
、

城
の
東
側
に
「Ｊ
避
池
」

「下
蓮
池
」
が
あ
り
、

一
面
に
美
し
い
ハ
ス
が

咲
き
誇

っ
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
蓮
池
を
現
代
に
よ
み
が
え

ら
せ
よ
う
と
活
動
を
続
け
て
い
る

市
民
団
体

「宇
都
宮
城
跡
蓮
池
再

生
検
討
委
員
会
」
の
手
で
四
月
五

日
、
蓮
池
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ

る
場
所
か
ら
、
ハ
ス
の
実
十
三
個

が
掘
り
出
さ
れ
た
。

詳
し
い
年
代
測
定
を
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
時
代
を
超
え

て
現
れ
た
ハ
ス
の
実
に
、
歴
史
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
市
民
は
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
ハ
ス
を
宇
都
宮
城

址
公
園
の
整
備
や
、
市
の
歴
史
展

示
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

再
生
検
討
委
員
会
は
、
二
〇
〇

六
年
に
石
川
速
夫
元
宇
都
宮
東
高

校
長
を
会
長
に
据
え
、
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
の
志し
野
か
う
子こ
さ
ん
や
宇
都

宮
大
学
の
機
静
謝
型
離
教
授
ら
を

発
起
人
に
結
成
さ
れ
た
。
事
務
局

長
は
、
ハ
ス
の
研
究
家
と
し
て
知

ら
れ
る
市
職
員
の
印
南
洋
造
さ
ん

が
務
め
て
い
る
。

宇
都
宮
城
の
蓮
池
は
、
江
戸
初

制
御
¨
（
漱
三
審
約
離
州
江
戊‐ま描
跡

戦
争
で
焼
失
し
た
後
に
埋
め
立
て

ら
れ
、
現
在
は
住
宅
や
駐
車
場
に

姿
を
変
え
て
い
る
。

再
生
検
討
委
員
会
は
、
県
測
量

設
計
協
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
二

つ
の
池
の
場
所
を
特
定
し
、
四
月

五
日
の
発
掘
調
査
に
こ
ぎ
着
け

た
。
発
掘
調
査
も
、
東
電
宇
都
宮

支
店
や
県
地
質
業
協
会
な
ど
多
く

の
団
体
が
協
力
し
た
。

こ
れ
ら
の
協
力
が
文
字
通
り
結

実
し
て
こ
の
日
、
十
二
個
の
ハ
ス

の
実
が
見
つ
か

っ
た
。
そ
の
後
、

採
取
し
た
土
の
中
か
ら
新
た
に

一

個
見
つ
か
り
十
三
個
に
な

っ
た
。

印
南
事
務
局
長
は
、
炭
素
に
よ

る
年
代
測
定
を
し
て
か
ら
、
発
芽

処
理
を
行
う
と
い
う
。
歴
代
の
城

主
や
将
軍
が
見
て
い
た
宇
都
宮
城

の
ハ
ス
の
花
が
、順
調
に
行
け
ば
、

来
年
の
夏
に
は
見
ら
れ
そ
う
だ
。

宇
都
宮
城
の
蓮
池
再
生
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
十
二
月
市
議
会

一

般
質
問
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
時
点
の
市
の
答
弁
は
、

「活

動
の
推
移
を
見
守
る
」
と
い
う
も

の
だ

っ
た
。

「時
代
が
特
定
さ
れ

れ
ば
」
と
い
う
前
提
が
つ
く
が
、

歴
史
の
贈
り
物

・
ハ
ス
を
宇
都
宮

城
址
公
園
の
今
後
の
整
備
や
、
市

の
歴
史
展
示
に
利
用
し
な
い
の
は

「も

っ
た
い
な
い
」
。

城
址
公
園
は
、
市
民
団
体
が
実

施
し
た
市
の
景
観
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
一
一荒
山
神
社
に
次
い
で
二
位
。

一
方
で
「歴
史
的
な
重
み
が
な
い
」

と
い
う
批
判
も
聞
く
。
こ
れ
か
ら

歴
史
的
な
シ
ン
ボ
ル
に
育
て
て
い

く
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が

必
要
だ
ろ
う
。
ハ
ス
は
そ
の
格
好

の
題
材
に
な
る
は
ず
だ
。

第3種郵便物認可

生
か
し
た
い
歴
史
の
贈
り
物

込
口田 説

鰤

ハスの実発掘


